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大学生のボランティア活動に対する認識

University students' perceptions of volunteer activities
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１．はじめに
　「ボランティア元年」と称される1995年の阪神・淡路大震災を契機として、日本全国で「ボ

ランティア」という言葉が社会的に認識されることとなった。その後の「特定非営利活動促進

法（通称、NPO法）」が制定され、ボランタリーセクターの果たす役割や機能が拡大した。こ

のような社会的変化を背景としつつ、大学における学生ボランティア活動が活発化し、その活

動を支援するための仕組みとして大学ボランティアセンターが設置されることとなる。

1.1　国の政策動向にみる学生ボランティアの推進

　阪神・淡路大震災を契機とした学生ボランティア活動の活発化を受け、当時の文部省が内外

学生センター（現・日本学生支援機構）に委託した「学生ボランティア活動促進に関する研究

（1997）」ⅰが開始され「学生ボランティア活動支援事業（1999）」ⅱが実施されこととなる。こ

れらの成果をもとに、2000年からは「学生ボランティア活動支援・促進のための連絡協議会の

集い」の開催や、同センターが設置する全国の学生相談所にボランティア情報コーナーが設置

された。ここまでの内外学生センターの取組の成果が、2002年７月に中央教育審議会から答申

された「青少年の奉仕活動・体験活動等推進施策について」に反映されることとなり、そこで

は、「個人や団体が地域社会で行うボランティア活動やNPO活動など、互いに支え合う互恵の

精神に基づき、利潤追求を目的とせず、社会的課題の解決に貢献する活動が、従来の「官」と「民」

という二分法では捉えきれない、新たな「公共」のための活動とも言うべきものとして評価さ

れるようになってきている」（中央教育審議会2002）1と述べたうえで、大学におけるボランティ

ア教育の推進に向け、次のような指摘がなされている。

――
1 　東北学院大学地域連携センター　TOHOKU GAKUIN University Regional Liaison Center
2 　東北学院大学学長室政策支援IR課　TOHOKU GAKUIN University Planning & Institutional Research Section, 

President's Office
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　大学，短期大学，高等専門学校，専門学校などにおいては，学生が行うボランティア活動
等を積極的に奨励するため，正規の教育活動として，ボランティア講座やサービスラーニン
グ科目，NPOに関する専門科目等の開設やインターンシップを含め学生の自主的なボラン
ティア活動等の単位認定等を積極的に進めることが適当である。
　また，学生の自主的な活動を奨励・支援するため，大学ボランティアセンターの開設など
学内のサポート体制の充実，セメスター制度や，ボランティア休学制度など活動を行いやす
い環境の整備，学内におけるボランティア活動等の機会の提供などに取り組むことが望ましい。
　こうした大学等や学生の取組を支援するため，国においてボランティア教育や活動を積極
的に推進する大学等に対する支援措置を講じることが適当である。さらに，公務員や民間企
業の採用に当たって，学生のボランティア活動等を通じて得られた経験，能力等を一層重視
することが期待される。

　このように国の施策において、「ボランティア」活動に教育活動としての位置づけを附すこ

とによって、大学における正課活動、課外活動の両面において学生ボランティア活動の積極的

な推進が期待されている。この答申において、特に着目すべき点は、大学ボランティアセンター

開設やボランティア活動などの単位認定というような、学生が主体的にボランティア活動へ参

加できる体制や環境の構築を国が大学に求めていたことであろう。

　この答申後の国の政策動向に関して赤澤は、「文科省は2003年度から2007年度に「特色ある

大学教育支援プログラム（特色GP）」を実施。2004年度から2007年度には「現代的教育ニーズ

取組支援プログラム（現代GP）」、2008年度は「質の高い大学教育推進プログラム（教育GP）」と

いう一連の施策で、ボランティア活動等の社会貢献活動を取り入れた教育プログラムの開発や、

ボランティアセンター設立のきっかけとなる取り組みが多数採択された」（赤澤2017：25）2と

指摘しており、全国各地の大学においてボランティア活動の推進とそのための学内体制や環境

整備がより一層進められたことがわかる。

1.2　大学におけるボランティアの推進

　ここまで見てきた国の教育施策の展開に加え、大学のボランティア推進に大きな影響を与え

たと考えられる大きな出来事が二つあると考えられる。

　一つは、2006年の教育基本法及び2007年の学校教育法の改正により、大学の基本的な使命に、

「教育」と「研究」に加え、「社会貢献」が三つ目の新たな使命として追加されることとなり、

多くの大学における地域貢献活動としての学生ボランティア活動が展開される契機となったこ

とである。日本学生支援機構が2009年３月に刊行した「大学等におけるボランティア活動の推
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進と環境に関する調査報告書」ⅲ 3 の結果において、学生ボランティア支援の今後の重要施策

として「大学等による地域社会への貢献活動を促進する」という回答が6割を超えていること

からも地域貢献活動を重視する傾向が如実に表れている。

　次いで大学におけるボランティア活動の推進における二つ目の出来事としては、2011年の東

日本大震災があげられる。2011年の東日本大震災時は、大規模かつ広域的な被害をもたらす災

害であったことからも、被災３県を対象とした様々な災害ボランティアによる活動が展開され

ており、被災地域外の大学等でも学生単独による活動から大学を挙げての被災地支援までが展

開された。このような状況において、政府としてもより多くのボランティアによる被災地域へ

の支援拡大を目的とし、全国の高等教育機関に向け学生の被災地域でのボランティア活動に関

する通知が出されている。この通知では、「学生が、大学等の内外において、学修成果等を活

かしたボランティア活動を行うことは、将来の社会の担い手となる学生の円滑な社会への移行

促進の観点から意義があるものであること」ⅳとして、災害時のボランティア活動が学生の教

育にもたらす効果について言及したうえで、学生のボランティア活動への積極的な参加を推奨

している。この東日本大震災を機に、それまで大学ボランティアセンターを設置していなかっ

た大学においてもボランティアセンターが設置され、多くの大学において学生ボランティア活

動への支援体制が拡充された。

1.3　東北学院大学におけるボランティアの推進

　東北学院大学（以下、「本学」という）においても、先述の2011年に発生した東日本大震災

を契機として、被災地域への支援を行う有志学生の被災地支援ボランティア活動を受け「東北

学院大学災害ボランティアステーション」が設置されることとなる。本学では、2016年度から

創立150周年となる2036年度までの20年後を見据えた１期５年を計画期とした中長期計画「TG 

Grand Vision 150」4を策定した。ここでは、以下のように建学の精神に基づく教育・研究の方

向性を定めている。

　学校法人東北学院のビジョンとして「ゆたかに学び 地域へ 世界へ」と掲げ「このビジョ
ンは、学生、生徒及び園児に「建学の精神」が示す「キリスト教による人格教育」を基礎と
した柔軟かつ幅広い視野で物事を捉える力を「ゆたかに」教授することにより、地域ひいて
は世界へ奉仕し、貢献する人材が育つことを期待するものです。このことは、今日の最先端
の学問だけでなく、人格教育を受けることが、より「よく生きる」ために欠かせないことを
意味します」
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　第Ⅰ期中期計画の大学部門では、大学で学び身につけた知識と教養を生かして成果と日本の

平和、幸い、豊かさのために働く人材を育てる目標の一つとして、「ボランティアセンターの

設置」が掲げられることとなった。これを契機として、「災害」ボランティアから「総合」ボ

ランティアへの移行を検討し、地域とともに歩む大学としての役割を明示している。さらに

2021年度から開始された第Ⅱ期中期計画における政策目標として「地域の課題解決を図る社会

貢献型事業を展開することによって、地域の持続的発展に貢献する」ことを目的に「地域の持

続的発展に貢献するためのボランティアステーションの体制強化」を行う予定である。この役

割は災害ボランティアステーションから総合ボランティアステーションへ移行することであり、

本学において学生ボランティア活動を現在以上に促進するための組織再編の議論が展開されて

いることがみてとれる。

　なお、本学の歴史を辿ると、決して学生ボランティア活動の契機は2011年の東日本大震災で

はないことが分かる。東北学院時報によると、1923年の関東大震災時には、罹災同窓生への寄

附がなされたりⅴ、1955年より本学セツルメント会による様々な活動ⅵ（子どもへの支援、学

生ボランティア活動のコーディネート等）が展開されていたりすることが分かる。

1.4　本調査の目的

　ここまでの国の政策動向における学生ボランティア活動の積極的な推進に加え、本学におけ

る災害ボランティアステーションの再編の進展、これまでの歴史的なボランティア活動の蓄積

とその継承という背景を受け、本研究では、今後の本学における学生ボランティア活動の興隆

から、そのための支援体制等の検討にむけた基礎的データ（本学学生が「ボランティア」や「ボ

ランティア活動」に対してどのような認識を有しているか）の収集を目的としている。

２．方法
2.1　調査対象者

　調査対象者は、全学部必修科目である地域教育科目「地域の課題Ⅰ」を履修する学生（2021

年度履修者数：2,718名）を対象としている。

2.2　調査時期

　2021年６月～７月の期間に実施した。

2.3　質問項目

（１）ボランティアに対するイメージ調査（回収2,601名：回答率95.6％）
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　　　「あなたがイメージする“ボランティア”について一言で表わしてください」

（２）ボランティアに関する意識調査（有効回答2,573名：有効回答率94.6％）

　　　①ボランティアの参加経験

　　　②ボランティア活動への参加に対する意識

　　　③ボランティア情報提供の仕組みについて

　　　④参加してもよいと考えるボランティア活動

2.4　分析方法

（１）  ボランティアに対するイメージ調査については、KHコーダー（Ver.3.Beta.03d）を使用

し頻出語を抽出した。抽出にあたっては前処理を行っており、イメージに関する語を抽

出するために「名詞B」「動詞B」「形容詞B」「福祉B」「名詞C」「否定助動詞」「形容詞

（非自立）」「その他」の品詞を除外している。加えて、より的確にイメージを表す語の抽

出のため、「『』」「イメージ」「行う」「ボランティア」の語を除外した。

（２）  ボランティアに関する意識調査については、IBM SPSS Statistics base（Ver.24）を使用し、

各回答項目の単純集計と「性別」、「所属学科」を独立変数に設定して、各項目を従属変

数としたクロス集計を実施した。

３．調査結果
3.1　本学学生のボランティア活動に対するイメージ調査結果

　学生が「ボランティア」という言葉とそれが指し示す活動・実践に対しての意識を見ていく

にあたり、まずは「ボランティア」という言葉に対してどのようなイメージを持っているのか

についての自由記述内容より「頻出語」として、出現回数が100以上の語を抽出すると表１の

ようになる。

表1「ボランティア」を指し示す頻出語
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

活動 1,202 自発 201 見返り 123
無償 590 困る 192 自ら 117
社会 445 助ける 188 持つ 115
地域 322 求める 163 誰か 107
貢献 288 行動 148 善意 105
自分 274 参加 147 思う 103
奉仕 257 人助け 126 手助け 102
慈善 226 助け合う 124 支援 101

注：渡邊作成
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　本学学生が持つ「ボランティア」のイメージについては、それ自体が何かしらの「活動」を

指すことからも「活動（1,202）」という単語が多くみられる。また、その活動や実践の性質を

指すような「無償（590）」、「貢献（288）」、「奉仕（257）」、「慈善（226）」、「自発（201）」等の

単語も多くみられるのが特徴である。一方で、「ボランティア活動・実践」の対象に関する単

語である「社会（445）」、「地域（322）」、「困る（192）」、「助ける（188）」、「求める（163）」等

の語もみられる。この出現頻度が高い語のうち、その出現パターンが類似している語の関係を

みていくと次のようなネットワーク図として表すことができる。

　この共起ネットワーク図からみてとれるのは、具体的な活動としての「ボランティア」の用

語が「自発」「無償」「奉仕」「慈善」という性質・性格を表す単語との間に強い繋がりがある

ことが分かる。また、「社会」「地域」「貢献」の用語の繋がりが強いことからも、その活動が

社会や地域への「貢献」に繋がるものとしてイメージされていることが分かる。加えて、その

ような活動に対して、「参加」と「自ら」という語の関係性が強く出ており、「自発性」が意識

されていると考えられる。

　なお、「ボランティア活動」というものに対して、「助ける」「困る」「手助け」という繋がり

や、「自分」「行動」「誰か」「善意」という繋がりからは、利他的なイメージを持っていること

も分かる。

図 1「ボランティア」を指す単語の共起ネットワーク図
注：渡邊作成
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3.2　本学学生のボランティアに関する意識調査結果

3.2.1　単純集計

１）回答者性別

　回答者の性別としては、男性1,700名（66.1％）、女性873名（33.9％）であった。

２）回答者所属

　回答者の所属については、経済学部経済学科440名（16.2％）が多く、次いで、法学部法律

学科355名（13.1％）、経営学部経営学科351名（12.9％）の順となっている。

３）ボランティア活動への参加経験

　何かしらのボランティア活動への参加経験の有無については、回答者の６割以上がボラン

ティア活動への「参加経験がある」（1,650名：64.1％）と回答している。

調査報告 
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表2　回答者所属及び割合

学科 回答者数 学科 回答者数

文学部英文学科 183名（ 6.7%） 工学部機械知能工学科 114名（ 4.2%）

文学部総合人文学科 51名（ 1.9%） 工学部電気電子工学科 106名（ 3.9%）

文学部歴史学科 178名（ 6.5%） 工学部環境建設工学科 107名（ 3.9%）

文学部教育学科 51名（ 1.9%） 工学部情報基盤工学科 111名（ 4.1%）

経済学部経済学科 440名（16.2%） 教養学部人間科学科 115名（ 4.2%）

経済学部共生社会経済学科 200名（ 7.4%） 教養学部言語文化学科 118名（ 4.3%）

経営学部経営学科 351名（12.9%） 教養学部情報科学科 119名（ 4.4%）

法学部法律学科 355名（13.1%） 教養学部地域構想学科 119名（ 4.4%）

合　　計 2,718名

注：千葉作成
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合  計 2,718名 
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４）ボランティアへの参加意識

　在学中のボランティアへの参加意識に関する設問では、「友達と一緒であれば何かしらのボ

ランティア活動に参加してみたいと思う」（1,353名：52.6％）や「１人でも何かしらのボランティ

ア活動に参加してみたい」（842名：32.8％）というように、回答者の８割以上が在学中に何か

しらのボランティア活動への参加を考えていることが分かる。

５）ボランティアに関する情報を得るための事前登録の仕組みについて

　事前登録をすることでボランティアに関する情報（場所や活動内容等）を提供してくれる仕

組みの利用ついてどう考えるかという設問については、回答者の約半数が「事前登録をしなく

てよいのであれば利用したいと思う」（1,226名：47.6％）と回答しており、加えて、約３割の

回答者が「事前登録をしても構わないので利用したいと思う」（828名：32.2％）と回答している。

このことから、登録の有無にかかわらず「情報提供の仕組みを利用したい」という回答（2,054

名：79.8％）の傾向があり、大学から何かしらのボランティア活動に関する情報の提供を求め

ていることが見受けられる。

大学生のボランティア活動に対する認識

調査報告 

6 

 

２）回答者所属 

 回答者の所属については、経済学部経済学科440名（16.2％）が多く、次いで、法学部法律

学科355名（13.1％）、経営学部経営学科351名（12.9％）の順となっている。 

 

表2 回答者所属及び割合 

学科 回答者数 学科 回答者数 

文学部英文学科 183名（ 6.7%） 工学部機械知能工学科 114名（ 4.2%）

文学部総合人文学科 51名（ 1.9%） 工学部電気電子工学科 106名（ 3.9%）

文学部歴史学科 178名（ 6.5%） 工学部環境建設工学科 107名（ 3.9%）

文学部教育学科 51名（ 1.9%） 工学部情報基盤工学科 111名（ 4.1%）

経済学部経済学科 440名（16.2%） 教養学部人間科学科 115名（ 4.2%）

経済学部共生社会経済学科 200名（ 7.4%） 教養学部言語文化学科 118名（ 4.3%）

経営学部経営学科 351名（12.9%） 教養学部情報科学科 119名（ 4.4%）

法学部法律学科 355名（13.1%） 教養学部地域構想学科 119名（ 4.4%）

合  計 2,718名 
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６）参加を希望するボランティア活動

　現時点で回答者がどのようなボランティア活動への参加を希望しているのかについての複

数回答質問では、「各種イベント等の運営スタッフ」（1,494件：58.1％）、次いで「被災地・被

災者支援を対象とする活動」（1,458件：56.7％）が多い。いずれも活動対象や内容が明確であ

ること、加えて比較的、単発型の活動への関心が多いと読み取れる。しかしながら、「子ど

も・青少年を対象とする活動」（1,318件：48.8％）、「安全・安心のまちづくり活動」（1,211件：

47.1％）、「芸術・文化を対象とする活動」（1,050件：40.8％）などの回答もみられることからも、

特定の分野・対象だけに興味関心が偏在してはいない。

　a）高齢者・障害者を対象とする活動

　b）子ども・青少年を対象とする活動

　c）被災地・被災者を対象とする活動

　d）芸術・文化を対象とする活動

　e）安全・安心のまちづくり活動

　f）各種イベント等の運営スタッフ

　g）国際交流・国際協力

大学生のボランティア活動に対する認識



14

3.2.2　クロス集計（性別・所属学科）

　ここからは、本学の学生が「ボランティア」に対してどのように考えているのかの特徴を見

出すために、「性別」と「所属学科」を独立変数として設定し、各項目とのクロス集計を行っ

た結果について記載する。

１）ボランティアへの参加経験

　①性別

　②所属学科

　ボランティアへの参加経験をについて性別をみると、女性の方が「参加経験あり」の回答者

が僅かではあるが多く見られている。所属別でみた場合、定員数にもよるが全16学科中11学科

において、６割以上の学生が何かしらのボランティア活動へ参加していることが分かる。英文

学科（75.6％）、共生社会経済学科（71.1％）、教育学科（70.0％）は、ボランティア活動経験

者が７割を超えている。一方、割合が少ない学科である情報基盤工学科（52.8％）においても、

半数以上の学生が何かしらのボランティア活動の経験を有している。

大学生のボランティア活動に対する認識
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２）参加意識について

　①性別

　②所属学科

　参加意識については、性別及び所属学科別のクロス集計においても、全体の回答傾向と同様

に在学中に何かしらのボランティア活動への参加を希望している傾向がみられ、特に「友達と

一緒であれば何かしらのボランティア活動に参加してみたいと思う」の回答が多くみられた。

このことからも、本学の学生は、何かしらのボランティア活動への参加関心は性別を問わずに

大学生のボランティア活動に対する認識
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有しているが、友達や仲間と一緒であればより参加意識が高くなるのではないかと考えられる。

しかし、所属学科別の回答傾向からは、教育学科の学生の半数は１人であっても何かしらの

ボランティア活動へ参加したいとの回答（50.0％）をしている。また、言語文化学科（44.4％）、

地域構想学科（42.7％）、歴史学科（42.1％）、英文学科（40.1％）においても約４割の学生が

１人でも何かしらのボランティア活動へ参加したいと回答をしている。このことからは、所属

学科別では、所属学科により１人もしくは友達と一緒での多様な参加形態によるボランティア

活動への参加意識があると考えられる。

３）ボランティアに関する情報を得るための事前登録の仕組みについて

　①性別

　②所属

大学生のボランティア活動に対する認識
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　　g）国際交流・国際協力

　希望する活動については、性別に関して、女子学生の方が男子学生よりも、「高齢者・障害

者を対象とする活動」「子ども・青少年を対象とする活動」「芸術・文化を対象とする活動」「各

種イベント等の運営スタッフ」「国際交流・国際協力」の各活動への参加を希望する回答割合

が多く見られている。特に「各種イベント等の運営スタッフ」に関しては、女子学生の７割が

希望する活動と回答しており、本学では総じて女子学生の方が参加を希望するボランティア活

動に対する活動領域の幅が広いと推察される。

　また、所属学科別では、各学科の専門分野・領域との関係性が強く表れており、「子ども・

青少年を対象とする活動」では教育学科（90.0％）、人間科学科（63.9％）となっており、「被

災地・被災者を対象とした活動」では地域構想学科（77.3％）、機械知能工学科（66.1％）、「芸

術・文化を対象とする活動」では総合人文学科（64.4％）、歴史学科（60.4％）、「安全・安心

のまちづくり活動」では地域構想学科（60.0％）、「国際交流・国際協力」では言語文化学科

（76.9％）、英文学科（72.1％）などのような回答傾向となっている。

４．考察
4.1　ボランティアへのイメージについて

　「ボランティア」という言葉へのイメージに対するテキストマイニングの結果からは、「ボ

ランティア」という単語に対して、「自発」「無償」「奉仕」「慈善」などの単語が多く出されて

いることからも、本学の学生は「ボランティア」を利他的ないし自己犠牲的なものとして認識

しているのではないかと考える事が出来る。その理由としては、共起ネットワーク図において

「助ける」「困る」「手助け」という繋がりや、「自分」「行動」「誰か」「善意」という繋がりが

みられていることからも考えることができるが、「社会」「地域」という語と「貢献」という語
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が繋がりをみせていることからも、その活動や実践をすることで社会貢献や地域貢献を「果た

す」ないし「結果としてそのような状態になる」ことをイメージしていると考えられる。また、

頻出語や共起ネットワーク図からの分析においては、ボランティアに関して「強制」「強要」「動

員」などのように非自発性をイメージさせるような「ネガティブ」な語はみられていない。こ

のことに関しては、本調査と同様に学生へのイメージ調査を実施した山田・井上の研究におい

て「ボランティアに関するイメージについて、回答のうち、「とてもそう思う」「そう思う」の

合計が多いものは、「自発的」「達成感」「自分が成長する」「社会の役に立つ」である。また、

回答のうち、「あまり思わない」「全く思わない」の合計が多いものは、「おせっかいな」「偽善

的な」「気軽にできる」「遊び感覚の」「恥ずかしい」である。一方で、「気軽にできる」や「遊

び感覚の」というイメージは少なく、ボランティアは簡単に取り組めるものではない、と考え

られていることがわかる」（山田・井上2009：61）5という結果が報告されていることからも大

学生が「ボランティア」を肯定的に捉えていると考えることは出来るが、対象となる学生が具

体的にどのような行為・活動・実践を「ボランティア」として認識しているか、その言葉と具

体的な行為をどのように結び付けて認識しているのかまでは、本調査のデータからは捉えきれ

ていない。そのため、「ボランティア」に対する認識についての実証的かつ定量的な調査を引

き続き実施する必要がある。

4.2　ボランティアへの意識について

　「ボランティア」に対するネガティブなイメージを有していないと考えられることに関連す

るが、アンケート結果からは、回答者の８割以上が在学中に何かしらのボランティア活動への

参加を考えていることが分かった。本調査においては、参加方法までは質問していないが、国

立青少年振興機構が実施した大学生のボランティア活動の実態に関する調査（2019）ⅶ 6 のデー

タを参照すると、ボランティア活動への参加方法については、「自主的に参加」及び「授業で

の参加」の二つとなっており、参加したことがあると回答した割合が37.5％、その内訳として

「自主的に参加」の回答が23.1％、「授業での参加」の回答が7.6％であり、大学生のボランティ

ア活動への参加方法については、自主的な参加が高いことが分かる5。このデータを援用して

考えると、本学学生の多くがボランティア活動への参加を希望していることに対して、学生が

自主的に参加できるような仕組みやそのための支援体制の構築が求められると考えられる。し

かし、ボランティア活動と関連する授業科目やゼミ活動の一環においても、学生がボランティ

ア活動へ参加することは想定されるため、このような外発的要因に基づき参加するボランティ

ア活動の実態把握も同時に行う必要があると考えられる。特に、本調査において、「友達と一

緒であれば何かしらのボランティア活動に参加してみたいと思う」という回答が多いことから
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も、ボランティア関連科目やゼミ活動を通じて、友達同士でボランティア活動に参加すること

により、自主的なボランティア活動への参加に向けた心的な障壁（ハードル）が軽減されると

も考えられる。

　また、アンケート回答において、多くの学生が大学からの何かしらの情報提供を求めている

ことや、大学で学ぶ専門性を活かした形でのボランティア活動・実践を希望していることが明

らかになっている。このことより、ボランティア活動を希望する学生に対して、ボランティア

に関する情報の提供を行う仕組みの構築を検討していく必要がある。このことに関しては、全

国の大学のうち約８割の大学において何かしらの学生ボランティア活動を支援する組織や部署

等が設置され、そのうちの約６割の大学において学生への様々な方法や媒体を用いた情報収集

提供活動が展開されていることを明らかにした東京都ボランティア・市民活動センターの報告

書（2021） ⅷ 7の調査結果を参考にすることができる。同報告書では、情報発信の具体的な方法

については、主要な媒体を活用しての情報発信の方法として、学内掲示板への活動情報の掲示

やホームページ、メール、SNSでの発信、自組織発行の機関誌への掲載、説明会等のイベント

開催が実施されているとしているが、チラシを掲示するやラックに配架するという基本的かつ

伝統的方法が主流であり、SNSを通じての情報発信は少ないと指摘している。

　学生が希望するボランティア活動については、性別や所属学部学科を問わずに全体的に「各

種イベント等の運営スタッフ」や「被災者・被災地を対象とする活動」などというような単発

的な活動を好む傾向がみられていることからも、「One Dayボランティア」のような１日限定

ないし単発的なボランティア活動とのコーディネートが求められていると考えられる。一方で

は、所属学部学科において学ぶ専門性と希望する活動の関係性もみられている。これは大学で

学んでいる専門的な知識や技術を活かした活動（例えば、教育学科等であれば子供や青少年へ

の学習支援や英文学科や言語科学科であれば国際協力・国際支援等）や、学部学科で学んだこ

とについて、ボランティア活動という場を通じて実践すること（例えば、地域構想学科であれ

ば課題解決の手法やフィールドワークの技法等）と考えられ、学部学科における専門教育を踏

まえた形でのボランティアコーディネートも同時に求められていると考えられる。

　これらの傾向から分かることは、性質の異なる「気軽に参加できる」と「専門的知識・技術

を活かす、学んだことの実践」という二つの背景からなるボランティア活動ニーズを本学学生

が有しているということであり、このような学生のニーズにあわせた、きめ細やかなボラン

ティアコーディネートの実施や支援体制の構築が今後求められていると考えられる。そのため、

今後とも引き続き他大学の事例収集や、社会福祉協議会、NPO等のボランタリーセクターで

行われているボランティアコーディネートの実態及びそこでの好事例を収集することが求めら

れている。
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　総じて今回の調査では、本学学生が「ボランティア」や「ボランティア活動」に対して、肯

定的かつポジティブなイメージを有していること、多くの学生が何かしらの活動に興味を持っ

ていることが明らかとなった。今後、本学学生が持つイメージや希望する活動をどの様に具現

化していくかの体制を検討していく必要がある。

５．おわりに
　2011年の東日本大震災を契機とし、本学の学生有志による活動が発端となり「災害ボランティ

アステーション」が設立され10年が経過した。その間、災害だけに限らず、個人からサークル、

任意団体を含めたかたちで本学学生により多岐に渡るボランティア活動が展開されている。

　一方、本学の地域連携センターでは、「TG Grand Vision 150」に基づき、これまで災害ボラ

ンティア活動を展開していた「災害ボランティアステーション」を再編し、より多くの学生が

ボランティア活動に参加できる機会を創出し、それらの活動を通じた地域社会への貢献に向け

た「総合ボランティアセンター（仮称）」へと移行するための議論が行われている。そこでは、

新たなボランティア組織体制の構築に留まらず、学生へのボランティア教育プログラムの検討

や地域社会の諸機関・組織との連携・協働体制の模索までを含みながら、本学独自の学生ボラ

ンティア活動支援のあり方が検討されている。この学内の現状に対して、本調査からは、本学

学生がボランティアに対して肯定的なイメージを有していること、多くの学生がボランティア

活動への参加を希望していること、加えて大学で学ぶ専門性を活かした活動への参加を希望し

ていることなどが明らかとなった。しかし、本調査では、本学の学生が具体的にどのような行

為・活動・実践を「ボランティア」として認識しているか、その言葉と具体的な行為をどのよ

うに結び付けて認識しているのかまでは明らかに出来ておらず、引き続き学生が持つ「ボラン

ティア」に対する意識調査を継続していくことが今後の課題といえる。

　最後に新型コロナウイルス感染症の影響を受け、これまで本学学生が取り組んできた様々な

ボランティア活動・実践が中止やオンライン形式への変更を余儀なくされている。このように

厳しい状況においても、本調査の回答にみられるように、多くの学生がボランティアに対して

の参加意欲や意識を有しているという事実は、福音主義的キリスト教の信仰にもとづき地域に

貢献する人材の育成を掲げている本学にとって非常に意義のあることであるといえる。大学に

おける学修成果は授業のみならず４年間の大学生活全体を通じて得られる経験により養われる

ものである。

　特に、今回の調査において、本学学生が「ボランティア」を「無償」「貢献」「奉仕」「慈善」

「自発」等の単語からイメージしているということは、ボランティア活動や実践を利他的な行

為・活動として認識していると解釈することができ、本学学生のボランティア活動を教育と実
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践の両面から支援することで、建学の精神を象徴するスクールモットーである「LIFE LIGHT 

LOVE」を体現する人材の育成にも繋げることが可能であろう。

LIFE（いのち）とは、有限な生命体の命と、神が自らの似姿として創造された個人の尊厳
を互いに大切にすることです。
LIGHT（ひかり）とは、学問や科学の成果によって新しい時代を切り開くことです。
LOVE（あい）とは、隣人愛をもって地域や世界に仕えることです。

　本学は1886年に仙台神学校として創立され、本年135周年を迎えた。学位授与の方針におい

ては「１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる」と定

め、「聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、現代社会の中でよく生きるこ

とについて、自分の考えを論じることができる」ことが教育の基礎である。今後、本学におけ

るボランティア教育は、建学の精神である福音主義キリスト教の信仰に基づく「個人の尊厳の

重視と人格の完成」を涵養しつつ、教養教育と専門教育が有機的な結合関係を有し、多様な視

点から認識し、異なる認識・思考方法や価値観に理解と、自らが学んだ知識・技能を活用し課

題を解決する高度な人材育成のための知識と経験を得る機会として位置付けられることが求め

られる。
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注
――
ⅰ 　この調査は、内外学生支援センターが文部省の委託を受け、生涯学習活動の促進に関する研究開発として、全

国98大学に在籍の学生1万人を無作為に抽出し、大学生のボランティア意識と実態を明らかにしたものである。
ⅱ 　大学及びボランティア関係団体等等の連携・協力をもとにした学生ボランティア活動の促進のためのネットワー

ク構築や学生ボランティア情報の収集、未経験者へのセミナー開催、ガイドブックの作成と全国大学への配布を
行っている。
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